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１．セルフジャッジの方法
プレーヤー・チームが判定とコールすることをセルフジャッジと言い、以下のとおり行なう。
１）サーバーはサーブを打つ前、レシーバーに聞こえる声でスコアをアナウンスする。
 プレーヤー同士、アナウンスによってその時点のスコアを確認する。
２） ネットより自分側のコートについて判定とコールをする。ボールがラインにタッチした時、ボールとラインの間に空

間が見えなかった時、あるいはボールを見失って判定できなかったときは「グッド」である。ボールとラインの間に、
はっきりと空間が見えたときは「アウト」または「フォールト」である。

３）判定とコールは、はっきりとわかる声とハンドシグナルを使って、ボールの着地後速やかに行なう。代表的なハンド
シグナルは、人差し指を出して「アウト」「フォールト」を示し、手のひらを地面に向けて「グッド」を示す。

４）ダブルスの判定とコールは、１人のプレーヤーが行なえば成立する。しかし、ペアの両選手の判定が食い違った場合
はそのペアの失点となる。ペアの判定が食い違ったとしても「フォールト」「アウト」をコールしたプレーヤーが「グ
ッド」と訂正した場合は、１回目に限り故意でない妨害としてポイントレットとなる。

 ただし、ネット、ストラップまたはバンドに触れたサービスを、1人が「フォールト」、パートナーは「レット（グッ
ド）」とコールした場合は「（サービスの）レット」となる。

５）クレーコートでは、相手プレーヤー・チームにボールマークの確認を要求できる。必要であれば、相手コートへ行っ
てボールマークを見てもよい。判定や示すボールマークが相手と食い違った場合、レフェリーが両者から状況を詳し
く聞き取り最終判定をする。判定できるほどのマークが残っていない場合は最初のコールが成立する。

６）インプレー中、他コートからボールが入って来るなどの妨害が起こった場合は、「レット」とコールしてプレーを停
止し、そのポイントをやり直す。妨害については、「試合で起こるQ&A　Q11～Q16」参照。

７）インプレー中、プレーヤーがラケット以外の着衣・持ち物を相手コート以外の地面に落とした場合、それが1回目の
ときは、レットをコールしてプレーを停止し、そのポイントをやり直す。２回目以降、落とすたびにそのプレーヤー
が失点する。

 レットのコールは、落とし物をしたプレーヤー・チームがコールすることはできない。相手プレーヤー・チームが妨
害を受けたと判断した場合に限りコールできる。ただし、落としたことがプレーに影響を及ぼしていない場合はポイ
ントが成立する。

８）スコアがわからなくなったときは、双方のプレーヤーが合意できるスコアまでさかのぼり、それ以降のプレーで双方
が合意できるポイントを足したスコアから再開する。合意できなかったポイントは取り消される。ゲームスコアが分
らなくなったときも同様に処理する。

 再開するときのエンドとサーバーは、合意されたスコアに準ずる。ただし、ゲームスコアが訂正され、再開する場合の
サーバーは、次の順のサーバーに交代しなければならない。（同じプレーヤーが２ゲーム連続サーバーにはなれない。）

チェアアンパイアがつかない試合方法 （JTA TENNIS RULE BOOK 2023より）

【大会のご案内】
次の大会予定は下記の通りです。
大会期日・申込締切をご確認のうえ、奮ってご参加下さい！！

■ 大会日程・申込締切・大会要項（要項発送と同時に掲載）・大会プログラム及び大会の結果は実業団ホームページで
確認できます。ご利用ください。

http://www.ttajitsu.jp/
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第88回東京実業団対抗
テニス大会

（秋季リーグ戦）

９月３日～10月15日 各社コート

５月26日 ６月14日
決勝：10月21日～10月29日

有明テニスの森公園
駒沢オリンピック公園テニスコート
ゆうぽうと世田谷レクセンター
 他

第38回DUNLOP
ミックスダブルステニス大会

11月12、18、19、23日
有明テニスの森公園
ゆうぽうと世田谷レクセンター
 他

９月７日 9月27日


